





































































いる。 … 中略 … 率直なところ、政治情報の流布と交流という点から

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ている。この石井の著書名の英語表記は“The Economic Structure of the 
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注 2  立花のユーチューブ・チャンネル登録者数は2019年11月の時点では50万超とい
う驚異の数字である。





注 4  東洋経済新報社（2019年1月）
注 5  アトキンソンは『日本人の勝算』の中で、約10ページ（p70-81）にわたりLow 
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注 6  『日本への警告』ジム・ロジャーズ　講談社α新書　p21
注 7  同上　p24
注 8  同上　p24
注 9  9月上旬の台風15号で、世界に誇る日本の交通インフラがまったく機能せず、結
局、品川から14時間かけてようやく成田に着き、筆者（石積）はじつは成田空
港のフロアーで段ボールを敷いて一夜を過ごし予定便を逃した。さらに追い打ち
をかけるように10月に襲来した台風19号では各地で河川が氾濫し、今をときめ
く武蔵小杉のタワーマンションですら、浸水を逃れることができなかったという
衝撃である。
注10 『日本への警告』p73
注11 同上　p76
注12 同上　p83
注13 同上　p88
注14 同上　p113
注15 同上　p113
注16 同上　p202
注17 そういえば、かつて田中康夫が長野県知事になってから始めた車座集会（筆者も
長野まで出向いて見に行ったことがある。百聞は一見に如かずである）のスタイ
ルにも共通するものがあった。
注18 特定枠とは政党が「優先的に当選者となるべき候補者」に順位を付けて名簿をつ
くり、政党が得た得票数に応じて自動的に当選する仕組み。
注19 『左派・リベラル派が勝つための経済政策作戦会議』（青灯社2019年6月）p60
注20 『サンデー毎日』2019年11月17日号　p32-35
注21 同上　p35
注22 例えば古賀茂明はユーチューブ「古賀茂明ネットサロン」（2019年7月24日号）
他で、また田中康夫はユーチューブ公式チャンネル「だから、言わんこっちゃな
い！」（11月16日Vol.618）で明確にそのようにのべる。
注23 『週刊金曜日』（2019年8月23日号）
注24 そういえばこれはやや横道にそれることだが、全般的な日本の閉塞感の中でス
ポーツの選手の国際的な活躍だけが光る、昨今の日本の状況もこれに関している
かもしれない。またトランプが依然として、かなりの支持をアメリカ国民の間で
得ていることもこのことと関係しているのだろう。彼もまた一気に政治の言説空
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間を、伝統的な政治の言葉の領域を破壊した。
注25 筆者は年に2-3回大学時代特に親しかった同級生とじっくり居酒屋で語る。メン
バーは4名。元大手商社マン2名とジャーナリスト1名そして筆者だ。海外駐在
が長かった商社マンたちが山本の政見放送をおおいに評価していたことには驚い
た。「ああいうタイプの政治家を日本人は待ち望んでいるよ」という一致した意
見だった。
注26 この段階では筆者が相当程度共鳴している古賀茂明氏の「日本政治のマトリック
ス」について触れておきたい。
上に提示した古賀のマトリックスについては古賀自身が様々な場面で説明してい
るので、ここでは詳述しない。とにかく、古賀のいう第4象限（図右下）がぽっ
かり空いているということ、そして「改革はするが戦争はしない」（もちろん誰
のための改革なのかという問題はさらに精査しなければならないが）が、日本の
これからの生きる道だという主張には基本的に同意する。「わが意を得たり」だ。
したがって私が別の機会に、本稿の延長線上で論じたい「21世紀日本の国家像」
「日本のビジョン」は古賀の主張と大いに重なるだろう。
ただ前記マトリックスでの二つの新政党のポジショニングについてはクエスチョ
ンマークありだ。「N国」については「N国」自体が「NHK改革」以外の政策を
提示していないし、そのつもりも当面ないというスタンスだ。マトリックスの中
で位置付けることにほとんど意味がない。一方「れいわ」に関してだが、消費税
廃止等の今掲げている経済政策をもって、「既得権保持・ばらまき」に位置づけ
るのは短絡的であるとの私の見解だ。これは少し時間の軸で見なければならない
と思う。
いずれにせよ、このマトリックスはあくまでも政策のマトリックスだ。本稿第4
タカ派（軍事優先）
ハト派（平和主義）
財源なき分配派
特定集団保護/バラマキ
既得権と戦う
構造改革派
維新 改革
国民
無所属
N国
改革はするが
戦争はしない
？
？
？
？
立憲民主
連合
れいわ
社
民 共
産
①②
③ ④
出典：古賀茂明の時事政策リテラシー向上ゼミ
公
明
自民
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章で論じたように、これからの日本の構想はロゴスだけでなくパトスも論じなけ
ればならないし、もっといえばその総合としてのエトスの世界について、本気で
論じなければならないと私は考える。日本社会に生きる人々の次なる「社会の価
値観」そして「理念・大きなビジョン」を打ち出す、（少なくとも政策・戦略の
背後に明確にコンセンサスとしてそれを持つ）ことこそが必須だと思う。そのこ
とを意識し、真正面から「21世紀日本の国家像」「日本のビジョン」を語り、そ
の後にそれを具体的な政策に落とし込みたいものだ。
